土 才 






内 人に 見せる こどは 遠慮 せら a た. し 



P パ 緖言 

マッソン 秘密結社は 謀反 團な 9。其標榜は自由平等博愛\逍に在る 
其 裏面 欲 4 を 煽て 秩序を 破 9、 貧民を 唆. して 富豪を 倒. し、 制 
: .い度を改めて官^|政黨の爭鬩を促.し"終に君主國を崩潰.して全世界 
ノ和國 を 建ん；、」 する 陰謀 團 なる 事は、 天下 周知の 秘密な 90 世界 
人 に 虫 9 歐洲 列國 n : 封して は旣 に ^- 効を 奏し、 今日 君主 國の 名を 
る， 者 も 內寶は 皆 1 民主 共和 國 i 異なる 所な し。 今や 彼は 其 手を 



國 



る 者 も-^ は 皆 ^ 民主 共和 國 i 異なる 所な し。 今や 彼は 其 手を 
韻 {: 延&^ユ一,面には支那民衆を煽動.して日本を孤立に陷れ、 

には 我^ 家を 欺きて 民衆を 誘惑せ •しめ、 以て 我を. して 獨露 
の 覆 轍を 蹈ま しめん i す。 近來 不逞の 徒頻發 .し、 未聞の 恶 逆を 企つ 
るは 其 原因 此に在 9。 吾人は 此の 思想恶 化の 原因を 初め 西洋 學說に 
歸 し、 次に マッソンに 歸した 9。 此頃包 荒 子 著 世界 革命 s 裏面を 讀 



むに 及て、 西洋 學說も マッソン も 皆な 猶太の 傀儡に 過ぎざる こごを 
知り、 吾人の 不明を 愧る VJ 共に 其對應 策を 講ずる の 益す 緊急なる を 
覺 り、 茲に 此小册 子に 抜萃す る こど、 成れり。 大方の 讀者 諸君 幸に 
木 且閱を 賜 ひ 且つ 其防衞 策を 誨へ 給は、 豈に獨 9 編者の 幸慶 のみなら 
んや 

大正 十五 年 九月 

編 者 誌 
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現代の禍根(講演草稿} 

第一章 猶太 民族の 現勢 力 

第一 節 世界經 濟界 の掘權 

世界經濟界に於ける猶太人の勢カが頗ぶる强大であるごいふ事は、誰も知つて居る唞で 
あるが、 其の 事實を 調べて 見る ビ、益々其の俾大なるに笟かざるを得ない。此の大財カを 
得た のは、 彼等の 古 來の境 遇 ど國民 性 <の結果 |: て、彼等は各阈に分散赉生して居ながら 
內面は互 |: 氣脈を通じ其の住國に對する愛國心な<、一意專心唯だ財物を殖やす垠のみを 
謀 り、 其綷 典に 示す 如く 

一、 非 猶太 人の 黃金は 汝 等の 所有な b 

一* 四海の 富は 悉く 汝に向 ひ、 諸 國の倉 庫は 汝の 許に 集められん 
一、 此の世の 第一の 力は 金な-^ 

¢ 0 神敎を 忠實に 守-^ 此に 至つ たもので あらぅ 0尤も其の共同阙結、钉素_勉、_健不授 
の 努力 も 亦た 其の 致 富の 大原 因た る 事は 無 諭で ある。 
右の如く猶太の拜金は三千年來の國民精神である0目的の爲に手段を選ばす、銳怠货金 
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第 I 主義を 實 行し， 殊 1: 近代 |: 至6其の財カ著しく發遂し、前世紀以來、歐洲各國は舯太 
人 |: 相談せねば戰爭が出來ない£いふ程に成つて來た。戰平は財界 |: 大變 1| を起すものゆ 
袅、此の機會は猾太人の最も利用する所でぁる0旣 »: ナ.ホレォン時代に於ても、跗太人は敵 
味方の 間に 介在して 利得を 計り、 0スチャィ火ド、シッ 7 、スぺィヤ等の财閥を出し、其の 
後革命亂乂は戰 ^ ぁる毎 |: 、それを利用して金储を爲したから、酋時ょり歐洲人は「鮮血の 
财赍」 £ 謂て 之を 排斥した。 實 1: 戰爭 £革命ごは彼等の过 |: て、阈家は疲弊し借金で首が 
廻らぬ 樣に成 つても、 獨 り拊太人のみは其の間 |: 在て大成金>」成るのでぁる0此仳紀の初、 
佛瞄 西舯太 人 二十 萬 人の 财產が 佛國 民四千两人の總財產のニ倍 |: 成つたのは全<佛閙两革 
命の お蔭で ぁる ど云つて狂再した0自國の顦视するのを見て、祝钚を取げる様な人民を、 
肥やして S く國 に は 成ど もないで はない か o 

先般の 世界 大戰 t 猶太 財 間の 不承知から •數间 戰 If の 勃 發 が 延期せられ た 事は •歐 米に 
ては 知れ渡つ た 事 實 でぁる。 近頃 P ス チャィルド 家ょ 6獨逸ヵィゼル |: 宛て開戰延期を 0 
吿した手紙ニ九一ー年附)が發見せられたる事 « ぁり。是れは過早の開戰は財界の影现小 
なるゆ |-. 、之を延期して戰审參加國の範圍を傾張せんが爲でぁる0現今獨逸先ヵィゼルは 
「獨逸を亡ぼした者は猶太なり」ビ愤慨して居らる、由なれ％」も、大戰常時は1石のヵィゼ 
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ルも猶太人ラチューナを重用して軍用品の經濟を維持せられた。面白い事 (: は獨逸 |: 缺乏 
した 榀食、軍 ^ 品が敵阈露西亞方面から何時ざなく這入卩來るを見て悦んで居たが*其代 
6 獨帝の提供した、金銀財费は戰後點撿すれぱ悉<挱太人の於庫に 31 £ って居た£云ふ 0 
此の 大戰 |: 於て料太人が「鮮血の財 « 」を殖したこ£は » くべきものでぁる0葙國を橫領 
し* 备國の 支出 金を 大槪吸 收 し、 戦敗 國な る獨 逸に 於て すら、 戰前猶 太 人は 獨逸 全財產 <y 
百 分の 三し か 有せ ざ b し， <5のが、今日は其の百分の七十五を懷 |: 入れ、ー般獨龙人が衣食 
にも 困窮して 居る 中に 在て、 偫太 人の みは 王侯の 榮華を 極めて 居る。 此の 大戦 中* 全狲太 
千三百离人の利得货 |: ニ千億圆(|人平均壹离五千 1[9 餘)に下らす、今や全世界黃金のニ分 
の 一 以上 彼等の 懐に 在 りご云ふ、彼は世界の最大财閥でぁる0 
今日猶太人は銪、澳、獨、佛、伊の經濟を制し居るは勿論、 1|!: 界綷濟の中心市場たる倫 
敦取引 所は 旣に其 勢力下に 屈服し、 紐 育 取：；？： 所 も漸次蝨蝕せられ今や其大勢カど成つた。 
英米 兩富國 すら 斯の 如し、 划んや 其 他に 於て を やで ぁる 0 

過般 「無冠の 獨逸王 Je して 其 死を 傅 へられた るス チン ネスは、 其の 拊太 人た る こごを 知 

つて 書いた か •否やは 分らぬ が 東京 朝日 新聞に 左の 如く 記載して 居る 

世界大戦は 各國に 幾多の 偉人を 生み、 | 梂の 英雄 政治を 後活 せしめた、 スチン ネスは 戰茇 
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獨逸が生んだ經濟的英雄である。彼か現在綷營しつゝある事業は、鐵*石炭を中心ビし 
航 運、 鐵 道、 木材 •製紙、 製藥 、新聞、 電氣 、自勸 审、旅館、土木等 71 般に涉ト、獨逸 
經濟生活に對する彼の勢カは、足一度獨逸の領土に入る著は舡接間接其恩患を聚らすし 
て 一日 も 暮すこ Vi は 出來 ない S いふ 程で あ 40 綷濟的 王者は 社 宵 的 王者で ある。 彼は 伯 
林 政界の 蔭に 隱れ 、歷代 內間の 首相を繰つて居る、事 0 上の執政なり£稱せられて居る〇 
獨逸新聞は「ク<グト內照を崩潰せしめ、共和國の礎石に -1 くふ (|1 豳」ご崧り、新首相ク 
ノー 氏が 議會 の演墒 に 立つ や r スチン ネスの 代 辯 者」 £の彌 次が 起つ た。 スチン ネスの 人 - 
物に對しては「全國拭を奴隸化せん£する惡3^£か「獨逸を救ふ救主」£か毀 # 褒貶區々4 
なる も、 獨逸及 聯合 國を惱 ませ 居る賠 仉問题の解决には財界の王者たる彼の協カ |: 俟っ 
こ £多大なるは勿論 |: て、時節柄其 10 : 態說は國の內外に尠から《銜動を與へるだらぅ0 
(大正 十三 年 四月 十四日 記亊) 

前述の 如く 柽濟界 1: 於け る 猶太 勢力は 最早 絕對の 地位を 占め* 財界の 景氣 、不效 氣 、金 触 
の 緩急、 货幣 物價の 騰落、 生産の 過不足 •生活の 難易 等 凡て綷 濟界の 波 勤は 悉く 彼の 操縱 
に 委し、 殆ん V 」 如何 VJt する 能は ざる 形勢で ある。 我國 1: 於て k 已 に 國 1® 的 經濟渦 中に 入 
6、晃實に其の喜憂を体驗したのである0尙ほ此上にも彼の惡辣なる政 3(' に飜弄せられ、 



遂 1: 國 家を 破產狀 態に 陷れる こ W は、 吾人の 忍びない 所で ある o 吾々 は 素人に て 此方 面に 
は 不得手で あるが、 何卒 爲政 者は 素ょ b 農工 商の 當局 者は、 能々 後 章の 猶太 政策を 玩味し 
國家 を濟 ふの 對抗 策を 建て ゝ貰 はねば 成らぬ、 實に今 H は國家 典廢の 危機で ある。 

第二 節 思想 操 縱機關 

桫太 人の 理想は 世界 統一 猶太 王國を 建てる ので ある。 其方 便 v . して 先つ 不供戴 天の 仇 e 
悄み居る。基督敎國の民心を授亂堕廢せしめ、奢侈" }? 盗、放縱、享樂 |: 耽らしめ、夫ょ 
ト來る生活難を利用し、又た自主、自由、.平等*解放の念を貧賤 |: 吹込み、人比をして不 
平、 不安、 騷亂 ，無秩序の 恐怖 時代を 現出せ しめ、 其の 結果、 疲弊 困窮の 極、 終に 生存す 
ら#かされ、止を得す富有なる猶太人に投じ來るを待て、人心を收榄し*全世界の救濟主 
VJ 成りて 世界を 統轄し やぅ VJ して 居る o 是れ後章の猶太政策に明示する所である。今左に 
人心を 頹廢 せし むる 機關中 其の 主なる ものを 揭 CV し o 

出版物 | 今日 世界 言論 機關の 九 割は 擀太 人に 握られて 居る o それ 故 世界の 輿論 VJ 稱 
する ものは 多く 彼等に 依て 製造せられ、 宣傅せ られて 居る 0最近死亡した獨逸猶太スチン 
ネスは單獨にて六十餘秫の新聞を锊營し、澳都維納の新聞界は西砰第十八世紀末 |: 旣に猶 
太 人の 手に 歸 して 居た。 先年 露國大 新聞記者を 集めた るに 四十 ニ 名 中 四十 一名は 猶太 人で 
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あつた。 米國 新聞 も 三十 年 前 迄は 非 猶太 人綷營 の ものが 有つ たが、 典 後段々 拊太 人の 手に 
入 り、最後 |: 紐育へラルド紙す，ら硬骨社長ぺネットの死後、西曆千九百十八年 ^ 收せられ 
て 猶太 紙 £なり、今は紐育に猶太系以外の新聞は一肚も無い事になつた0勿論歐米新聞雜 
誌 中、 非 猶太 經營の もの も 無き には 非 ざれ V 」、 猶太 資金の 入らない のは 絕 無な bvj 云 ふ 0 
それ 故歐米 新聞を 見て、 世界の 輿論 S か、 亡國の 叫びな V 」、 早合點 しては 成 ら ぬ、 阈際的 
老狐の 作る 言論は、 眉に 唾して 讀ま ねば 成らぬ。 

猶太には礙秀なる學者藝術家 *> 居て、全世界の思想界を ^ 亂す。今==世界に_ |: して 
日本の 學界に も 重ん せられて 居る 猶太 人を 襻れば 左の 如し* 

マルクス ラッナ 1 ダ メ X デ グスゾ 1 ン アインシュタイン 
ハイネ 工デ ソン ッグ ネル フイ. スマ ン等 

此 等の 學 說を受 賣 して、 物識 b らしく 誇 6居るお目出度い學者のある |: は困つた者である 
又 之を 聞て 雷同す る 書生 や* 勞働 者の あるには 尙更ら 困つ た 者で ある 0 
現今歐 洲 に於て、政治、產業、財政、敎育其他の社钤間赳 *: 於て所謂文明の行詰を葙出 
して 居る のは、 其 源を 猶太 言論 機 關に發 L て 居る 0然るに我國の洋醉者は之を知らすして 
相 變らす 、歐米 學說の 精を 啜 &、好んで彼等の流布する毒 * 斯を吸ひ、自由どか、平等£ 



か、 解放 ビか 、戀 愛ビか 、享 樂£か 、恭術 e か •舞踊 ごか、 躱爭ビ か、 互に 新しが b 、 自 
ら狲太の術中に陷りつ、ぁるを知らぬ者が鮮<ない*實に危險の極でぁる0吾人は何處迄 
も敎育 勅語 S 戊 申 詔書に 遵ひ 、我が 臣民の 思想を 統一せ ねばならぬ S 思 ふ。 

活動 寫眞 .£ 芝居 活動 寫其 は 近代の 流行 物で ぁる 。米國に於て靑年劣女の惡化は其烺 
因 多く 活動寫 眞に在 byj 謂 はれて 居る 。編者 も 過 日實况視察の爲め、見物 |: 行きたる |: * 
其映書の泞褻滑稽なるに笟き、成る程、是れでは靑年を毒すゎいビ首 11 きた.^0米獨のフ 
ィグム は 殆ん ざ全部猜太人の製作 |: て、之を輸出して碰に哦落を獎黝す0,初め米國 ^ 察に 
ては不良の映 * を防ぎ淫蕩演劇を取締らんごしたが、枬太の金カど勢カ£ |: 制せられ、背 
徳 認可の 現狀ビ 成つ た S いふ。 今ょ-^ 三十 年 前 紐 育に 活動 寫 與舘 主の 大會が 有つ たが、 出 
席 者 五 百 人中 •猾太 人で 無い 者は ブ？ ンガム 博士 唯一 人な b し VJ は 同 博士の 述懐で ぁる 0 
歐米演 蒯 も 亦た 大槪 猶太 人の 占領 物に て、 思想 誘惑の 毒 築* 浮游、 滑稽の 挑發物 S して 
利用し、非猶太人の財布を絞る道具ど成つて居る0其外舞蹈坺*飲食店、}3货店、其他の 
享樂 機關は 皆な 奢侈、 贅澤 遊興の 利器 S して 用 ひられて 居る o 

吾人は西洋の學說並に享樂機關を拒絕する者では無いが、楙太人の目的が隨落誘惑に在 
bvj 知 5 ては 殊に ^ 戒を嚴 重に せねば 成らぬ 。今日 都 會地の 狀態 に ては 靑年 男女は 自然 之 
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に 耽溺し 放縱 、惰弱、 滓 靡なる 遊民 VJ な b 、 何時 なく 猾太 化する のを 恐る、 ので ある 0 
それ故出版物並に興行物に就ては其筋の嚴密なる監赍取締を勵行し、我が國民粮神の作典 
に 利用す る樣に 致したい ものである 〇 

第三 節 政治界 に 於け る 活躍 

近代に 至 b 政治 界に 於け る舯太 人の 活躍は、 笟 くべき 發 M を 爲 して 居る こごは 左に 列記 
の 猶太 人を 歎！： れば 明かで ある o 



英國 宰相 ビ —n ンス 7 <v 
同大 藏 大臣 スノ ー デン 
同內務 大臣 V ン ー タソン 
同勞働 大臣 モンド 
印度 總督レ デン ダ 卿 
佛國 大統領 ミルラン 
同 總理兼 陸軍大臣 パン ル V 丨 
同大 藏 大臣 ク a ック 



Y ン丨タ ソン 
モンド 

レダ ング卿 
ミ A " ラン 



獨逸 大統領 HV ル ト 
同 外務大臣 ラチユ 1 ナ (略殺セラこ 
同 中心人物 スチン ネス 
同 同 シャ丨 デマン 
燠國 外務大臣 M 丨レ ンター ル C 大 K 導 A ) 
伊國 外務大臣 ソン- 1 ノ 
同 同 シャンツ'* ^ 

S 國高 等官殆 全部 



戰後グ 1 ル サィ ユ 平和 會議の 委員 及 相談役は 多く 猶太 人な b し ゆ 袅佛闞 西 人は 其の會 議 
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を猜 太會議 VJ 言つ た。 國際會 議事 務總長 ドラ ■モンド、 支那 政治 顧問 シング ソン、 日本 駐在 
獨逸 大使 ゾルフな V 」 も 亦た® 太 人で ぁる o 斯の 如く 桝太 人は 世界 支配階級 中に 散布して 其 
の 勢力を 振 ひ* 就中 露 獨兩國 (: 在ては左表 |: 示す如く旣に撤联的に支配權を捩つて居る 




尙 ほ英佛 米 伊 等に 在ても、 猾太 人の 財力 •か 發 M すれば する 稗、 危險 思想 •か 年々 坩加 する 
ビ云ふ0實際革命の背後 |: は必す猾太人が居る0狲太人の裔る所 1: は必す帝王の冠が墼る 
一、 佛 革命 亂 に 路篇 十六 世の 死刑執行 者は 稍 太 靑年ナ ムソン でぁる。 

1 * 世界 大戰に 点火した サラ ゥ ナー澳世子殺害者は骱太人ブ9ンチ，ブでぁる0 
-、エヵテクンブ火グ露帝一族慘殺者十六名中-十一名は射太人でぁる。 

猶太の 標榜す る 自由-平等、 解放の 三 大綱は 其の 完備した 官： 傅機關 1: 依り、 世界の 隅々 
迄行. « り、世界崩坺の思想は驚くべき効果を奏し、今や猶太人は 1'.|: 界思想の支配者ど成つ 
た。 我が 國 に 於ても 右三 大 網の 爲 め、 思想界に 混乱を 生じ、 大 不敬 事件、 共產 事件、 勞 ft 
問題*小作問題、政治問題等に大影容を聚-*彼等の術中に陷6つ、ぁるは逍慽千离の事 
でぁる0或る外國人の語 |: 「枬太人の世界的勢カを関却して、杜會商般の世相を論するは 
群 8 が巨蒙を摩して評するに等し」£云つて居るが實 |: 至言で 6 る0 

第二 章 猶太 略歷 

猶太人に元來メゾ.ホタミャの住民 |: て牧畜を業どし*ユホバ一神敎の信者でぁつた0然 
るに 此地 1: 於て 多神敎 徒の 迫害を 受け* 信敎の 自由を 得る こ W •か 出來 ない ので •仲 長 ァブ 
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ヲハム に 隨てパ レス タイ N »: 移- e- たるは 西紀 前 ニ 千年 頃の 事で ある o 然るに 此 « にても 亦 
た 多 神 敎徒£ 街 突し、 爭踊絕 ゆる 時が 無 かつた o 斯 3てヤコブの時 |: 至办、其の末子ヨ 
セ 7 •か 諸兄に 嫉 まれ井の中に投込まれたが、幸に旅人 |: 救はれ埃及に資られた0埃及王は 
ヨセ 7 の賢明なるこ.^を知り、重く用ひて後ち宰相£した0其後ヨセ 7 はパレスタインに 
歸 省して 見る ざ猾太民族は他民族の爲めに頗る供待せられて居たから-之を視るに忍びす 
西紀 前 一 五三 〇年全族を率ひてナイ^河ロに移住し安泰 »: 暮した0其後ニ百年程經て猶太 
人は復た埃及人ょゥ壓迫せられ信敎の自由を得す*愤懑の折柄、埃及王から蘇士築城の課 
役を 命せられ た o そこで 族長モ ーゼは 之に 從は す、 終に 其 全 族を 串て 亞 剌比亞 シナイ山 下 
1: 移 b 同 山上に て 神 十戒 並に 經 典を 受け、 更 1: パレスタインに 歸 らん £したが、 果さ 
すして 死んだ o 

モーゼ の 子 ヨシ ユア 父の 志を 繼ぎパ レス タインを 征し歸 鄕 したる も、 國 內紛亂 して洽 ら 
す、 ソー ルを 立て 王 ごした。ソーグの嗣王ダビク英明 |: てイ..ルザレムを王城£して文武 
の 政を勵 み、 威風 四隣を ® す。 其の 子ソ 0モン父の志を繼ぎ政務を務め、商業貿易を碰 |: し 
國 利を 進め、 壯麗な る禮拜 殿堂を 建て 一時 隆昌を 極めた が、 晚年驕 奢に 耽り 民望を 失し、 
國 民の不滿裡に死 £ し、同時 |: 內亂起-〇>て政敎南北に分唯した0 



-( 11 )— 



南 猶太は ィ •'ルザ レムを 视 ごし、 北 ィスラ エルはナマ9を都^|したが、南北共 |: ァシ*> 

. r ’ t パピ B ン .0 »: 亡ぼされ、ソ3#ンの殿堂は燒かれ、食族はユーフラプト河畔に移され 
fz o 後ち 波斯 王の 次 世 VI 成 b て、 歸國を 許され 殿堂を 再建した o 

西紀前三ニニ年歷山王 (: 征服せられ、次て啊くァシリァの治下に入り、終 1: 西紀前六三 
年羅 馬の 版圖 1: 歸 した o 爾 來羅馬 代官の 軛下 1: 苦しみ、 两紀 一三 五年羅 禺 植民 政策の 犧牲 
W 成つ て、 全 猶太 人は 其の 故國ょ b 放逐せられ た。 

是に於て猾太人は鄕國を棄て四方に離散し，备國に寄寓するの止むを得ざる |: 至つた0 
爾來今日迄千八百年間此に追はれ、彼に避け、到る离基竹敎徒から反逆者，亡國民、咨嗇汚 
穢の 賤民 £して輕蔑、侮辱、虐待せられ、甚しきは數千人の群衆を麋殺せられ或は住國ょ 
•^全部追出され*或は數千人同時に河中 |: 溺殺せらる、等、殘酤悲酸の脎史を繰返して來 
た o 基督 敎徒は 此 虐待を 以て 倚 ほ慊ら 1-- ， 彼£結婚せす、交際せす、權利を與へす、職業 
を 制限し •住居の 自由を 奪 ひたる 等、 忍ぶ 可から ざる 虐脓を 加へ たる ゆ ^ 、 彼等の 結束は 
益々 堅くな り、數千年來爵肢した、祖先傅來の遺恨、骨髓 |: 徹し、_顽執拗の惡魔£成 
り、 復簪の 念 愈々 深く、 何時かは 其の經 典の 示す 如く 全世界の 主 權を捤 b . 「汝を 迫害せ し 
者の子孫は汝の前に屈服し、汝を輕蔑せし者は汝の足下 |: 跪かん」£の豫言を實 |: せん£ 
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し、 其の 手段 £して先づ此世界を促亂紛騷の « 界 |: 變化し、更 |: 全世界猶太+國を建設せ 
ん £する <9 である、目下は專ら世界を魔界化せん£して奩闞しつ、ある場合にして霉の手 
段 も 着々 成功し つ、 あるは 讀 者の 實見 する 所で あ 40 

第三 章 猶太 魂 ご 其の 宗敎 

舯太は 政敎 一 致の 民族に て、 其の 信仰 甚だ 熟 烈で ある 0他の宗敎を排斥し今日まで四下 
年間一貫して毫も變せなぃ、其の興亡は全<其の宗敎£關繫して居る0それ故其のニ千年 
の流浪生活間>决して他民族 |:- 同化せす、 11|; 界に比類なき剛健の氣質を保持して居る0彼 
等は 鞏固なる 家族 主義を 以て 國家を 保ち •祖先 崇拜 、國粹 尊重の 特性を 有す 〇 ダビ タ 职 終 
の遺訓は同族結合の堅固なるを證するに足る、日く • 

「吾々 の 家族 以外の 者に 猶太 人の 統御を 委 かしては 成らぬ。 末代 迄 も 吾々 | 家の 者が 食 
長 VJ 成らねば 成らぬ」 

彼等は數千年間到る處で壓制虐待に苦しみたる爲め、剛健、忍 |)1 、眞祭、勤边の » 惯性 
を 養 ひ、 學 術に 秀で、 智巧に 長け、 思考 緻密に して 硏究 心が 厚い 〇 其 代 b 他 民族に 對 する 
時は情惡、憤恨、值簪の妄執絕る時な<、丁度觀められた歡そが*束轉せられた賤民の兼 
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に* 常識を 以て 解す る 事 *>* 出來ぬ 程の 拗 者ミ成り、 殘忍 、執拗、 陰險 、吝嗇、 譎詐、 奸佞 
の 言動を 敢 てし •却て 之を 同族に 對 する 德義 ど 心得て 居る 〇 此の 惡德 の爲め 彼等は 世人よ 
b 益々 厭 忌 侮蔑 せらる V から、 彼等の 愤恨も 亦た 愈よ 深くな り、 宛然 惡鬼羅 刹の 性格を 露 
はす 揉に 成つ た 0此性格を充分呑込んて置かぬ.、」、猶太政策や、行動の眞寶相を了解する 
こ S が 出來 ない o • 

猶太 敎ど基 督敎 どは 元來 其の 源を 一にし、 同じ ユホパ1神を奉するにも拘はらす,不俱 
戧天の 怨饕 ビ成った原因は、猶太豫言者が「逮からす神は天使を降し-树太人を率て、世 
界を 統一し •一 神敎を 流布すべし」 S 言つ たのを 信じ、 天使の 來 降を 久しく 待つ て 居た 0 
會ま某 督 出で 來 b 「天使は 吾で ある 〇 吾は 神の 子な b 」 VJ 獅子吼した 。拊 太經 には 「神は 獨 
•^猜 太 人の みを 愛し、 之に 幸福を 下す」 W あるに、 基督は 「神は 何人で も 信す る 者を 愛す」 
ご 改め* 拊太の 選民た る こどを 打 斑した 〇 ソ „デ猶太人は某舒を齡天使な6«し*其の博 
愛 主義を 佾 みて、 之を 羅馬 代官に 綠訴 し、 十字架 上に 磔殺 した。 夫よ b 此の 兩敎 徒は 互に 
反逆者な り、 宗 敵な b VJ して 相 嫉視し、 前述の 如き 仇智 £ して 相 陷挤 する 揉に 成つ た o 吾 
々の 揉に 猶太で もな く、 基督 敎徒 でもない 者は、 側杖を 喰て 迷惑 千离で あ. る •か、 左 bs て 
身に降りかゝる炎難は拂ひ除けねば成るまい。 
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猾太 魂を 培養した 經典は モーゼ の 十戒、 ダル ムード 及 トーラ を 主なる もの yj する 〇 モー 
•七が シナィ山 上で 神よ b 受けた S いふ 十戒は 左の 如し 〇 

「吾は 汝の神 H * パな^' •汝を 埃 及よ b 導き出した のは 吾で ぁる 〇 汝 は 吾 以外 何物 も 神 
ビす可からす0休日を守り之を淸淨にせよ0六日働き七日目は安息日，^せよ0女の父 
母を 敬せ よ。 殺す 勿れ。 姦淫す る 勿れ。 盜む 勿れ。 隣人に 虚言す る 勿れ 。隣人の 物を 
貪る 勿れ 。云々」 

猶太 魂の 興 髓 たる 帮嘗ダ ル ムー ドを 見れば •猶太 人 *' 神よ. 〇 選ばれた 特別の 愛 民た る こ 
VJ を 誇 b 、 他 民族を 賤み 惽 み、 他を 陷擠 して 自ら 立ん ビ する 利己主義の 民族た る こ ビを知 
る こ どが出來る0 # 章に稞ぐる猾太の政綱、政策は传な此のダグムードに ||^ 胎す、今ま左 
に 其の 槪 要を 摘 栽す C 

1、唯だ猶太人のみ神出選坟でぁる、他の人類は惡魔の子な-00 

一—入間は動物よ-^高等な-^-猾太人は人間より高等なり。 

一、 唯 だ 猶太 人の み 永存の 値 ぁ^'、 他の 人類は 驢榀 にも 及ばす 〇 
I 、猶太人は人《名くる權利ぁり、非猶太人は豚£名くべし0 
一、 神は 非 猶太 人を it む 程、 驢馬 や 犬を it み 給は す。 
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一、 非 猶太 人の 善行は 罪 £認 め 呪 ふ V し、 是れ 誇らん が 爲の 行なれば な bo 
1,吾人は非猶太人に援助を乞ふ勿れ、我が利益の爲め彼 |: 宋1を與ふべし。 
1、動物を放逐し殺戮する如く，吾人は非猶太人を放遂し殺戮し*其の財物を利用す 
る こ W を 得。 彼等の 所有物は 我が 遺失物に て 所有 榧は 吾に 在 bo 
ー、非猶太人が我が鉬細の物を盜むも死刑は當然なり、吾々が彼の物を奪ふは自由な 
-^0非猾太人が穴に落るも引上るに及はす、其の穴 |: 梯ぁれば之を取除き、傍に 
石 ぁれば 拾て 穴に 投せょ o 

一、 非 猶太 人の 財產を 管理す るは 吾人の 權利な bo 吾人は 彼を 生 殺す る權ゐ り、 「殺す 
勿れ、盜む勿れ」ざは非擀太人を意味せす、彼を殺す |: は最高等者を選び危險少 
き 時に 於て す* へし o 

一、 非 猶太 人の 生命は 吾人の 掌中に 在り、 其の 黄金は 吾人の 所有物な bo 
一、 吾人を 故殺す る 非 猾太 人は 全世界を 稷滅 する W 同罪な bo 
右の各項を見れぱ彼等が基替敎街の虐壓に對し如何に怨恨し之を仇敵視し居るかを知る 
JVJ i ? 出來る • 

猾太經 典ト 1 フ は 全世界 統一 猶太 王 國建設 の 理想を 左の 如く 歌つ て 居る。 



ィ X ダ ザレ ムょ 起て 

光を 放て* 其の 光八 統に 輝かん 

諸國の王も汝の輝く方に 

其の 時汝は 雀躍して 悅はん 

汝 の * 動は 高く* 心臟も 高 <打た ん 

無窮の 光榮は 汝の 頭上に 在り 

諸方の 國民汝 の 光に 向て 來らん 

右 等の 經典 を信條 £ し數千 年來陶 冶せられ た 民族が、 是迄 如何なる 行 ® を 取5來&しや 17 
又將來 如何なる； $を企らみ居るやの事筲問題に就き、以下遂次に其の政策を研究す.0こざ 『 
w すべし o 

第 四 章 猶太 政策 

第一 節 巴 里 及ブー ラグ ft 議 

擀太人は西紀一三五年故國を追はれ四散したが、ダビタの遺訓 |: 遵ひ*他民族に統御せら 
る、を欲せす、其の寄离する他國內 |: 猶太國家を造り、長老政治を以て結束して來た0其 



諸國の倉庫は汝の許に集められん 

四海の富は悉<汝の方 |: 向ひ 

外國の 若者は 汝の 城壁を 築き 

外國の 王は 汝の俣 e 成らん 

汝を 迫害せ し 者の 子孫は 汝の 前に 屈服し 

汝を輕 蔑せ し 者は 汝の 足下に 跪かん 



の 長老 政治は 時々 國際 高等 會議を 開き、 其の 民族が 分散 傾 張す るに 從 ひ、 集會 する 國敕も 
追々 增 加し、 先頃 倫 敦會議 に 參 集した ものは 三十 七 個國 1: 及んだ ご 云 ふ 0 其の 行動は 秘密 ゆ 
袅 近代まで 全く 窺 ひ 知る こ VJ i 1 出來な かつた、 又 多少 之を 括 知す る 者が 有つ て も 「彼 何を 
か爲し得ん、尚牙に懸るに足らす」£して顧廉する者は無かつた0 
猾太 結社は 柿.々 澤山 6 るが、 其の 內 、全世界 猶太 人 同盟は 解 眠 社 ど 稱 し、 何國の MI 体 も 
之に 加盟して 居らぬ 者は 無い 0其の瓧長モンテ*フ-ォレは伊太利生の捫太人にて英國 |: 
住し、女皇の部を得て貴族 »: 成つたが、是れ.かマッソン結舭の有カで者舯太主義の功勞者 
である0又此同盟を計盡した猶太人クレミユーも佛國マゥソンの有カなる領袖にて西 /» | 
八 四 八 年の 二月 革命には 臨時 委員 S なり、 佛國大 [5 ¢ 成りし 人で ある。 巴 里 脅 議の時 クレ 
ミエ ー醒眠 社の 主義 目的を 說き •他 民族の 風俗 習惯に 同化して は 成らぬ こ S , 地球上 一 M 
の 富を 猶太 人の 所有 £するの日 *> 近づきたるこ£を述べ、世界を猶太世界£すべき抱 ^ を 
高唱 して 间 族を 鼓舞した 0 

次て モンテ .7 ィオ レは 起ち. て 日く 

「吾人は 何 ょち 先き 出版界の 權能 を捏る 必要が ある 。諸君が 贸舄 *資本等を嗤哳せんご 
しても* それは 徒勞 であ 40 吾人は 先づ 全世界の 思想 言論を 操縱す る爲め •全世界の 






出版物を、吾々の手中に收めねば"我が統治思想は妄想 |: 過ぎない云々」 

タレ ミ H 1 は更 1: 起ちて 日 < 

「然 り、 若し 黄金が 第一の 力なら ば 出版物は 第二の 力で ある。 之を 我 掌中に 握 6、 初め 
て 我* か 目的を 達する こ W が 出来る。 吾々 は 狡猾 敏捷なる ゆ ^ 、 金錢を 占有し 我が 目的 
に 利用す る こ VJ は 容易で ある o 

輿論、 文藝 、芝居 等を 盛に 製造し、 大政 治 新聞を 利用し、 人民を して、 M を 信じ、 何 
を 貴び、 何を 呪 ふべき かを 宣 傳指逍 し、 正邪 毀 譽を姻 倒し、 基督 敎信仰 を 破 坺 し* 彼 
等を麽落せしむる榛にせねば成らぬ。 19 
吾人は 非 猶太 人を 自由に 操縱 する こ s i 5 出來 る。 彼等は 喝釆 せられる こ£ を 悅び 、功 ぅ 
名 心に 餓へ 、瑣 細の 失敗に も落膽 す。 此 性質を 利用 すれば、 彼等を 起す も 倒す も 自由 
自在は bo 彼等は 一見 虎の 樣に見 ゆる も •内心は 羊の 如く輕 卒 極る 阿呆で ある 云々」 

右 巴 里會議 の大企 畫は * 當 時 の 非 猶太 學者な V 」 は 痴人の 夢物語 S して 冷笑し 去 b 、 助* 
する 者 も 無 かつた が 夫れ が 著しく 猶太 人の 奮起を 促し、 間もなく 西曆 一八 六 〇 年 ブラ ーグ 
會議 1: 於て 立派な 政 網 w して 現は る、 に 至つ た。 

.ブラ ー グ會議 猶太 政綱は 素ょ b 絕對 秘密で 有つ たが、 英阈 レードク？フ簿士の命懸け 0 



苦心 |: 依て世に » 表せらる-樣 |: 成つた0其の記事は當時谷國踣に飜課せられ、到る處大 
反费を與へた0射太人は之を見て大 »: 驚き早速其の抹殺に努むるご同時 |: 、博士は氣の谒 
|: も猶太人の毒手 |: 斃れた0左 |: 摘錄する政綱を、其後實施した树太人の行動に對照し、 

現在 世界の 狀 態 !: 顧みて 玩味 すれば •其の 事 » なるこ i は、 歷然 e し掩 ふこ S が 出來な 
so 

(1) 黄金を 所有す る 事* 黄金は 萬 事を 達成す る 本な 60 

(2) 印刷物を占有する事、著書、新聞雜誌の宣傅に依て非納太人を喷落させ、捣鹿に化 
し、 騒亂を 起こ？ しむ。 加 

(3) ■自由 思想、 懷疑說 、基督 敎破圾 の 念を 非 射 太 人に 接种 する 事 •是れ 世界を 浞亂狀 態 Y 

に陷 る、 手段な bo 

(4) 某胬敎僧侣に挑戰し-彼等 |: 嘲笑、誹謗、疑惑を被らしむる事0 

(5) 基督 敎學 校の 神學 敎授を 磨す る 事 0 

(6) 寺院 所有 財産を 取 上る 事 0 

(7) 家族 主義を 廢 する 事。 

(«) 玉座の守 9 、爱國心養成學校たる陸眾を«す5事0 



(9) 陸 東 嫌の 人民に ?I 備反對 熱を； § 動 勃發 せし むる 事 o 

(10 國愤 ，私愤 の 募集を 容易に する 事、 是れ 彼等を 陷 れる飢 な bo 

(11 取引所の 振興を 鬭る 事、 是れ 彼等を 投機 熟に 陷れ財 產を 留忐 せし むる 手段な bo 

)( 12 ) 非 猶太 人の 不動 產 を破壞 し， 凡ての 土地を 吾が 手に 移す 事 〇 

E 手工業を 大 赍 本 製造 工業に 換る事 、是れ 失業者を 造る 手段な bo 

(14 吾人は贸勒及投機業を確實に棠捩する事0 

E 吾人は 諸 官職に 就く 道を 開き、 _家の立法者中に加はる ^ 0 

) 06 吾人に 不利なる 法律を 廢し •有利なる 法律を 制定す る 事 〇 

(17 某督敎徒の財產-健康-生命を握る爲め锊師、辯1士の職 |: 就く事0 

( 18 ) 非猾太勞働者の發達を圓り、之を跋扈せしむる事 0 

)(19 總て不平_革命を援くる事、是れ我が資本を增殖し、目的に近づく手段なり0 

(20) 全世界の社會運勸を指導し、同時に我が保守主義を整持する事0 
右の外結論に於て其の希望の具体化事頌を述べて居る、其の槪要左の如し0 

(2 1 ) 此决議 に從 へば 數 西年の後*我が子孫は吾人の墓に來5「課命の誓約を果し、世界 
の 王侯 w 成 した」 ざ银 Al t y し 0 
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(22 他國民は漸次我が奴隸ミならん、之が爲め吾人は貧民社曾速動の味方ご假裝レ輿論 
の推移を指導せねば成ら《。 

撕 民衆の 唐 目、 空虛- •大 言壯語 好 W 、 吾人の 人氣 信用 s li 両刀の 武器な bo 

(24) 吾人は 目的 遂行の 爲め勞 働 階級を 保護す る 必要 ぁり、 是れ 民衆を 挑 # 笛 同せ しむる 
爲めな bo 

(25 吾人は 革命の 武器 ごして 民衆を 使用す、 革命 毎に 我が 事業は 長足の 進步を 爲 し、 全 
世界統御 0 目的は迅速に達成すべし〇 

右は 西曆 I 八 六 o 年 議決した る 猶太 政 網で ぁる。 爾來 六十 年を綷 遇した 今 H から 旣往の 
世相を反省すれば、此政綱が如何榛に實施せられたかを證明し、悚然^して恐れざるを得 
ない。 佛瞄 西、 露 西亞 、波 蘭 土、 土 耳 古の 革命 動亂ぁ り、更に菡亡ひ、獨繁れ埃崩れ、土 
耳古、希臘の帝王は追はれ、支那も亦圾敗せり0今ゃ英佛も政治經濟の權は猶太人 |: 捤ら 
れ、現 |: 米國にて猛威を揮ひ奮闘中な6ど云ふ0外國の事は « く措き、近く我が帝國に於 
て、 政治に、 敎 育に、 產 業に* 思想に、 其 他社 會の流 行 物 等に 於て 如何なる 波動を 蒙 h 居 
るや、右政網の條項に照せぱ、遲鈍な吾々すら粟粒の谘 |: 生するこ£を禁するこ£が出來 
ぬ 0 吾人は 六 千 萬 同胞 中！！！ 起して 其の 救濟に 邁進す る 義士を 待つ こ <切 ならざる を 得ない 0 
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第二 節 シオン 議定書の 由來 

ブラ ー ダに 於け る 猶太 政 網は 其 後 時代の 推移 £共に漸く堺補せられ、更 |: 新政策を生中 
るに 至つ た •シオン 議定書が それで ある o ブラ ーグ政 網は 簡明で ^ つたが t シオン 議定書よ 
精密に して 具体的 手段を 示して 居る。 之を 讀めぱ 猶太 人が 他の 民族を 征服し、 其の 理想 寶 
現の 爲め 、攻轚 方面を 各國 家の 內 面に 向け、 其の 手段が 頗ぷる 陰險 卑劣なる こ S が 知れる o 
卽ち國 家 組織の 缺點 、就中 人の 弱點を 遺慽な ¢ 1?- 繫 して、 其虛 に附込 み、 相手の 無自覺 を 
利用して、 人心を 己が 思ふ壺 に 引 入れ、 國家を 內 部よ.^ 崩壊 せんごして 居る 〇 定 ffi の 國家 

なく、 分散 寄生の 民族 £しては-其の理想宵現の過程どして止むを得す此 |: 至りたるなら 
ん 0 . 

猾太 人は 此 議定書を 反對 者の 僞作で ある VJ 强辯 する のみなら す、 ：：：本人中にも之を信せ 
すして彼等を辯護する學者もある樣子なれば、先づ此議定寄の由來を略說し*其の，45作に 
非ざる こ ビを證 明し 置く 必要が ある 〇 

シオン 議定書は 西曆 一八 九 七 年 八月 瑞西パ ーゼル 市に て 開いた 猾 太會議 の 議事録に て囿 
よ 5絕對秘密のも 0 である〇露國政府は其の開催を知るや在伯林廉 ^ |* 報機關長ラトク 
n フス キーに 其の會 議の 內值を 命じた 〇 ラト クコ フス キ ーは肚に|人の間談をパ_ゼレこ 



-( 23 )— 



派遣した o 該間 課は 間もなく •ハ ー ゼ ル 市に 現 はれ、 此處 にて 枬太 最高 幹部の 厚き 信任を 受 
けて 居た 一 * 太 人を 巧に 買收し •シォン 會諮 終了後、 該射太 人 •か* 其の蕺 事 錄を舯 太 根據 
地 フランクフルト •アン •マ ィンへ 傅 送す るを 途中に 待 受け、 間諜は 豫め 多數笨 記者を 集め 
掼き、一夜の中 |: 佛文議事錄の內容を寫取り、之を露國政府 |: 納めたものでぁる。 

此議定書を初て露文に飜_したのは.筅國裁判官たりし法亨者ニルスにて其の府書は货 
族團長スホーチンの手を經て受取つた0スホーチンは « 後間もなく舯太人の爲めに毒殺せ 
られた o • 

- I ルスは 丙曆 一九 o I 年該 書を 譯 し、 翌年 其の 第一 版を 公刊した が、 其の 發 ri 公 吿 •か 出 
る や 直く 寶切 £成つた、是れ秘密の手が悉く ?| 占めー般讀者の目 |: 觸れ3せぬ樣 |: したの 
である。 之 S 殆ん ^ 同時に莫斯古ク'*ドモスク<新聞に其の抄錄を揭載した0-1ルスは 81 |: 
一九 〇 五年ッ T 丨 グ •ス 3 エセ&にて第ニ版を出版し、又ジ.ブト"、—も亦た「現代の禍极」 
ビ 題し 同書を 出版した が、 | 般讀 者の 手に入つ たのは 小 部で 大部分は-- ルス 第一 版 同様の 
運命を 繰返した o 

西暦 一九 〇五年族國革命錤定後、枬太人は此議定書を 5 察の反树太宣傅でぁるビ硌に吹 
聽 したが* 書籍の 出版 年月は 勝手に 印刷す る こ 艺が出來るが、赀斯古ゥ"ドモステ<紙に迚 
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載した 記事は ^ 察の 宣傅で 無い こごを 反証して 餘が ぁる。 

澳國ク *-ヒツル博士の普に據れば、淇國にて此議定書を書肆に送らぅ£して鐵近へ玷込 
んだ 時、 武裝兵 一隊 現 はれ、 此書 を押收 して 街 上で烧 棄てた 。又 ヶレン スキ ー は ^ 斯古及 
v ト 0グラド兩都其他の書肆を調查し、議定書全部を押收した〇翌一九ー八年にノゲォチ* 
ル カス ク に て發 行の 分 も 同じ 速 命に 罹つ た 0夫故讅定書の世 |: 在るもの棰て尠く、殊に淇 
國は 猶太 人の 天下 ゆ ^ 今は 一册 も發見 する 事が 出來な い。 

二 ルス 第二 版 一 册英國 博物館に 現存す。 議定書の 英譯が 出來る s ltt 問の 注意が 甚大なる 
ゆ 袅 、其の 保全の 爲め 印刷 局ょ 6出版し*英國上下を玆駭し、述論大に沸騰した0其後佛 
埃伊に入て幾多の波瀾を捲起し、終 |: 獨逸 |: 入り、西柙一九一九年の岌獨逸人ゴヅト*フ？ 
丨ドに依て獨譯せられた。此書が树太に征服せられ居る獨逸人を愤慨せしめしこミは非常 
にて* 外務大臣 枬太人 ラ チ'' 丨ナの 暗殺せられ たの も、 之が 爲で ぁる 0 
米國 |: ては矢張同年頃該書が司法省の手に入り*上院逯員某等から該書出版の事が提谦 
せられ、 西曆 一九二 o 年 出版した が、 在米 猶太 人の 猛烈なる 抗議に 依り 製本 全部 破棄せられ 
今は唯だ華府國立鬪書館に譯本一册を保管するのみでぁる0较近に至6米國自勒堪：土フォー 
ドは其の著書に依>、議定書の事實なるを証明し*财太人の辯解を反駁したが爲め*大 |: 
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米國人を ?? 解せしめたのみならす、其の聲が歐洲 |: も波泐し納太研究熟旺硌£なり、殊に 
米國は 今や 猶太 S 非 猶太 ごの 暗闘は 谷 柿 問題に 就て 日に熘 ならん どして 居る o 

我が 國 1: 於て は此 1 定 書の 拔萃 某雜誌 に 出た こ e あれ if 一般人は 素ょ b 政治家、 敎育家 
すら 無頓 著に て 耳を 傾く る 者な く、 甚しき は 無秸 の僞 作な bf M 太 人の 大鼓を 敲く學 著 あ 
50 本書は 今ょ b 約 三十 年 前の 議定書で ある 0爾來世界の變遷、內外の推移 |: 着眼すれば 
箭者は如柯なる感想を起さる、や、又假^'に此議定書を偽作なりごしても、事 1 ! ! (: 於て其 
言の如く頹廢を見れば、之を放棄して顧みすごいふ道理は無いど思ふ、お互に之を討究し 
て 救濟の 道を 講じた きもので ある o 

シォン 議定書は 會議を 重ねる こ VJ 二十 四 回、 議定 條項 二百 三十 八简條 の 大部の もので あ 
る。 此 には 其 内に 於て 吾人に 關係 深き 五十 個條を 议萃 する こ VJ に した、 其の 全部を 硏究せ 
んごする人は包荒子著世界革命の裏面に就て見られたし。 

第三 節 •> ォ N 議定書 拔萃の 一 (總 体) 

(1) 我 目的は最早數步の近きに在り、我標象の蛇3輪は其姐尾を接合せんごす0 

(2) 人の 性は 多く 惡な &、故に政治は學校式では良果を得す、兹カど法律どを以て强制 
するに在り0 
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(3) 政治の自由は實際的のもの |: 非す、在野芘が在朝黛を倒す爲め民衆を欺瞞する時、 
此理想を甘く振廻す、若し政治家が具に自由主葙 |: かぶれ居らば、彼は其珥想の爲 
に 自滅す、 何 i なれば 自由 解放に 浓て 弛めら れ たる 政治は 網 紀紊班 して 收拾す 可 か 
ら t o 昔は 宗 .敎 政治の 時代 ぁ りしも-今は货金が自由主袭に代つて政治する世ご成 
れ bo 

人民の自治も暫時な6、必中放縱、內訌、紛爭を經て社侍を炫煺どなす0 

( 4 ) 自由*:牛等、四海兄弟の語は吾人の创唱なり*爾來此語は四方に寅傳せられ、典の 
自由、 平等* 四海 兄弟は 消失せ bo 

( 5 ) 自由、 平等、 四海 兄弟は 人間を 狂喜せ しめ* 彼等は 我 旗を 擔ぎ趔 つて 居る も、 ft 語 
は到る處平和、安寧，協同ー致を滅却し、國家の枨抵を破壤し、其幸福を喰进す «|1 
蟲な b •之に 依て 貴族の 特權を 撲滅す る 可能性を 與へた 〇 

(6) 非 ® 太贵 族は 政治的 勢力 旣 に 沒落 したる も、 大地 主 S して尙 ほ 有害な り0故に其土 
地沒收の爲め土地に對する負擔を加蜇し農業を+振ならしひべし，奢侈 |: 憤れたる 
彼等は 速に 敗 壊す。 

(7) .«>. 2族は人 ^ の利益幸輻の擁誔者な.^しも、吾人は之を滅せり*今や人民は無慈悲な 
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る 富 ® 、 奸侫 なる 各 嗇家の 應迫下に陷りたり0 

(8) 人民の播利は理想のみ、實際無用のも3な60饒舌家、新聞記荠迷の駄辯_語を弄 
する權利が勞働階級に柯の役に立つか、野心家の 1? |: 1既を役する外に何物をも得 
るものに非す。 

(9) 國民 •か 帝王を 神聖 視した 時代には 不平な く 其の 獨栽 に 服從せ り0吾人 6 ; 人民 |: 權利 
の觐 念を 注入 以来、 國民は 帝王を 堪 なる 人間 親す る樣 に 成 >、又人 ]1; ょ^敬神の念 
を 奪 ふや 彼等は 自由 平等 獨 立を 叫びながら* 自ら 生活の 不安を 招き， 贫富の 懸隔 甚 
しく、却て不自由、不平等、不獨立の窮墙 |: 陷6、終に吾人の ^ |: 罹>、無政府、 
共產な V 」 の 自暴自棄 S 成 り、 3!:- の權勢は吾人 |: 占有せらるゝ |: 至る0 

(10) 各國の帝王を見ょ無節制、無责任にして名利權勢に闪はれたる埒鹿代表者 |: 遮られ丨、 
人民に接觸する能はす*又野心家に反抗して其の位说を强固 |: するのカもなく、君 
民共に其の扶を失ひ恰も杖を失ふたる宫目の如く成れ6。 

(11) 自由主義の 國家 に 在て は 無茶苦茶な 權利が 主張せられ •法律 も爲政 者も冇 名 無實な 
り。斯る阐家 |: 於て新權利をせしめる |: は强者の榧利を振ひ、旣設の秩序規定を破 
坺し、法律を改め，官署を改造し、人 151 を我铋放縱にし、社竹紊亂の極、设後には己 
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の實權 を も 放棄して 止む を 得す 吾々 に 依 賴し來 .〇 統御 者 £ 仰がし める 樣 に 爲さ y る 
可からす。 

(12) 吾人は社會人道，連帶同胞主義を唱へ、瓧咎主義、無政府主義、虛無主義 |: 勞働者 
を勸誘す、故 |: 吾人は恰も勞働者の救濟主の如く見ゅるならん0 

(13) 吾人が 自由の 毒 藥を國 家機關 |: 注入したる結果、國家の全体 (: 铋化を來し*谷國は 
壤血病 |: 胃され、今ゃ斷末魔の苦悶に陷6つ、ぁり0 

(14 自由 どは 法律の 許す 範圍に て 行ふ權 利な bo 此解释 法は 自由を 吾人の 掌中に 捏るこ 
ビ、 成る、 何 £なれ ば 法律は 吾人の 希望 通 b 、 建設 又は 破 坺し 得れば な bo 
第 四 節 シォン 議定書 拔苯の ニ (思想) 

(15) 政治は 道德 vi l 係な し-道 德を以 て 政治 せん £ する 者は 政治家に 非す、 政治には 狡 
智虛 飾を 弄すべし" 公明正大は 失敗の 基な り 0 
(16 我が 秘密 政策は 權カ ど僞善なり、政治には權カを以て勝を制す、-艰制は孭則な60 
我が諜者に降服せざる者 |: は狡智僞善を用ふ可し0 
(17 群衆を支配するには馬鹿げた議論でも彼等に面白相 |: 見ゅれぱ大に行るべし、知識 
の 理論的 訓誡、 辯 論は 三文の 值 なし o 
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( 18 ) 自由主義 立憲政治は 軋楼 、爭 闘、 不和、 黛 爭、 1 KJ の 學 校な bo 此學 校は 「國 家の 
活動力を 減殺す」 w の 一語に て遨せ bo 議場は 新聞 雜誌以 上に 元首を 無能力者に 貶 
し、 無用の長物なら しめ、 遂に 之を 廢 して 大統領を 据 るに 至れ り、 是れ 吾人の 仕掛 
たる 地雷な bo 

(19) 黨 爭 に 左右 せらる、 國民 は權利 名 # の爭艨 に 依て 自滅す o 

(20) 吾人は 野心家を 煽動し、 權 力を 濫用せ しめ、 其 國家的 阁 結を 碎 き* 各 政 黛 を對 立せ 
しめ、 政權 獲得を 野心家の 目標たら しめた bo 又 外交を 以て 强者の 權カ 競技場たら 
しめた 60遠からす紛亂破產各所に出現す.へし0 

(21 吾人が非舯太人を指導する »: は、人心に最も威じ站^,物 « 慾に向て活動す、是れ人 
間を 買 收し •我が 意志 通り 自由にす る 秘訣な bo 

(22) 群衆は具の生活及幸福を知ら十、輕佻、亂脈、野鄙にして無神 \1 味なるを以て是非 
善惡の 判斷 力なく 人の 聲に！ S 同す o 此呼 吸を 呑 込み ® くべ し 0 &- ポ は肓 者を 指導す 
る能はす、群衆中の驅出者が如何に怜悧なるも眞政治を知らざるを以て、群衆を指 
導 すれば 必肀 其の 人民を 滅 C に 陷る 0 

(23) 貴族は勞働者を使用し、其の滿腹、健康*組丈を望みたるも、吾人は之に反し其の 
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敗 * を喜ぶ0我が權カを强大ならしめんごせば、勞倒者の释 # 不良衰弱こ衣て脔の 
反抗カを消滅せしめざる可からす。 

(24 吾人は 勞働 者を 無政府主義 ご飲洒に «|| 致し*巧妙深刻に產業の根抵を报す，へし0 
(25) 吾人 は 目的 達成の 爲め 全世界に 絕 b t - 動榣 、紛爭 、情 惡の神 を 蒔くべし 0 
(26 我が政策の具相は非柄太人 »: は觀務し能はざる如くせ，00是れ吾々分散民^,;こ1、 
正道を 以て 達成し 難き ものを、 權道に て 達せん S する爲 めな bo 神が 吾々 選民を 流 
浪 せしめた るは 深き 神廒な る y し、 吾人が 全世界に 散在す れぱ こそ、 吾人を 全 世 系 
主權 者の 位置に 導きた bo 今や 吾人の 工事は 殘す所 僅少の み 0 
(27 如何なる共和政体も數階級を經過す* (- 】 .1 目的奸骑時代* (-) 群衆如動時代*| (^) 無政 
府時代、 (0 專制時代の如し*此專制は傍 # 無人の劇烈專制な6〇 
(28 大統領にはパナマ事件の如き後喑い事をする者を選取する様述動すべし*左す飞丨 
彼は 發覺を 恐る、 S 、 特權 、財産、 名 # に嚙 b 付かん S する 所ょ り、 吾人の 忠實な 
る 命令 實行者 ど 成る 〇 

第五 節 シォン 議定書 拔萃の 三 (言論 機關) 

(29 1 切の 拨 敗は 吾人ょ 6生す*各栩各樣の主義思想の\々卽ち君主制後興論者、如勐 
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政治家、赴會主義者、諸空想家等は皆な吾人に忠勒を拔んで、居る0彼等は各自の 
立場ょ， 0凡ての秩序破坺に努むるを以て各國は日に困 ©: しつゝぁ6*彼等は平和を 
願 ひ 居る も 吾人は 彼等が 公然 低頭して 國際 最高 政府を 認綷 せ* さる 限 b 决して 平和を 
與ふる こ vj なし o 

(30) 饒舌家は 議 會 を演 說舌戰 場 vj 化し 去 b 、 新聞 雜誌は 毎； 11行政官を攻擊す、泣からす 
萬 事は 狂 群衆の 一擊 下に 厢谠 せん。 

( 31 ) 印刷物の 任務は， 拾 も國 民の 要求の 如く 書 立て、 人民の ^ を 傅へ、 其 不平を 製造し、 
發 表する に 在 60今や言論機關は我常中 |: 歸し、其お蔭にて吾人は勢カ£ ^ 金ごを 
贏ち 得た bo 

( 32 ) 目下 新聞 雜誌は 吾人の 爲めに 慾 留、 利己的 锇派心 を 熾に 焚 付けて 居る 。新聞 雑誌は 
空虛 •不正、 僞妄 なる も 多 衆は 之に 致されて 居る。 吾人は 新聞 雜誌 に乘て 其の ^ 網 
を 操つ て 居る。 吾人は 貴族 主義 •共和主義 •無政府主義 VJW 々の 傾向を 取 5、 促 亂 
せる 人心を； g 動し、 輿論を 我 目的 方向へ 誘致す _ る 、左 すれば 垠鹿者 等は 自 si 新聞の 
主張 e 思 ひ、 或は 自赘 機翮 紙に 追隨 する もの ご 思 ひ 居る も、 何ぞ 知らん 彼等は 吾人 
の 立てた る 旗を 擔て 躍-^居るに過ぎす0 
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(33) 輿論を 掌 搌す るには 各方 面ょ b li 々の 反對論 を 主張し、 世人を 迷路に 立たし むべ し 0 
政治 成功の 秘訣は 人民の 缺點 、齊惯 、慾 ET 生活方式を各祌各樣 |: 堺加し、 # 黛派 
軋_の種を蒔き*固結カを紛碎し、以て我事業を妨害する能はざらしむる |: 在り0 

(34) 吾人は非猶太人の愤慨興起を阻止する爲め商エ業競爭を以て彼等を惡魔化するのみ 
ならす、享樂*性慾、民衆俱樂部等にて彼等を来制し、且つ其財產を惓上ぐべし、 
又新聞雜誌を以て各种の運動競技、恭術，秋文學の隆碰を謀るべし0此等の趣味は 
吾行動を妨ぐる道徳ょり、人心を徹成的 (: 糸制す0斯くすれば人心は次第 (: 獨立思 
想ょ b 離れ* 吾人 W 共鳴す るに 至る、 何 VI なれば 新 思想を 提出す るは 吾々 のみ なれ 
r なり 0 

( 35 ) 諸岩吾人の破壤的敎義の成功を疑ふ勿れ、吾同胞の唱へたるダーゲ<ン主義-マルク 
ス 主義 > -一ッチェ主義の人心に及ぼしたる効果は其明証なり。 

第 六 節 シォン 議定書 拔率の 四 (綷濟 ) 

( 36 國家の 滅亡は 自滅に 由る も內亂 外患に 丙る も、 滅 亡は結 ;« 滅亡 |: して*國家が突餐 
カ |: ^ するは一な60我資カ專制が其國家 |: 荧金の兹を延れば必キ之を摑む、摑ま 
ざれは 滅 C す。 之を 不德義 £謂ふ勿れ、兩交戰國間には功防密計、夜坡、寄狨等の 
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欺瞞は許され居る |: 非すや、同理を以て敵社會の秩序幸福を破墩するも征服手段ビ 
して不德義に非す。 

耵競爭は冷酷無慘の社會を現出す。此競爭社曾 |: は嚴正なる政治、宗敎を厭，>5し、社 
fr を 指導す る 者は 打算の み、 黄金の み。 吾人 •か 物質的 快樂を 獎むる も 亦た 货金迮 拜 
w 爲さん が 爲 なり 0斯く成れば非猶太の下層階級は特權富朵 |: 對する佾惡ょ6吾人 
に 追随し 來 り、 我競爭 者た る 非 猶太 上流 者に 反抗す るに 至る。 . 

( 38 ) 我 計® W 妨害 ど 成る ものは 敬神 信仰な bo 故に 彼等の 傾 腦ゼ 商工業に て 米 制し、 谷 
人が 自己の 利益の みを 搜し廻 b 、 利害に 夢中 ど 成て、 共同の 敵を 顧みざる 如くす ベ 
し 0 

邪 此際 投機 事業を 獎脚す •へ. し、 投機な き 時は 個人の 資本を 安固に し、 土地に 對 する ft 
倩を免がれ，農業の勃興に資す〇故に投機 1: 依り土地ょり人手,0資本ごを吸收し， 
全世界の金が吾人の手に移る樣にし、以て非射太人を悉く勞働漭仲間 |: 投込み* 其 
末彼等は唯生存せんが爲め吾人の前に膝を屈するに至るべし。 

( 40 ) 自由の語を以て徹底的に非猶太肚曾を破坺し、頹廢せしむるには、エ業を投機的 |: 
せ •さる 可から す*斯くすれば其生產物を保管せすして投機に移し*我仲間の手に渡 



(41 非柄太人のエ業崩壤の爲め、其財布を空虛にすん爲め、吾人の獎勵したる奢侈資揮 
を 投機の 補助 W して 相變ら す 流行せ しめ ?* る 可から す 〇 
0 r 銀 値上は 勞働 者の 孝 益 どは成らす〇何ごなれば之ご |01 時に吾人は如可 |: も農|、 
畜產業 衰退を 憂 ふるを ロ 宵 VJ し 生活 必要品を 脎 f< せし むれば な bo 
(43 吾人は 黃 金力 ご 秘密 策略 vj を 以て 一般綷 濟的 危機を 造 上げ、 各國勞 働 者を 一 時に 失 
業せ しひる こ ビ を 得。 然る 時は 此等 群衆は 自己の 圯鹿 正 iff から 兼々 嫉み 居る 者の 缸 
を 流？ ん VJ 1 集り、 其 財產を 掠奪す 。吾人は 其 攻擊時 期を 豫 知す るを 以て 豫め防 锲 
手段を ^ し 置き 其 禍 に 罹る こ VI なし 〇 

(44 生活難は奴隸制度、尨奴制度以上に人民を苦しむ、此甬制度は旣 |: 解放せられたる 
も、 貪 困 解說は 不可能な bo 

(45) 凡て 國債 は國 家の 無力 S 國權の 不 了解 どを証 明す 〇 主權 者は® 時 耽を 人民に 課すれ 
は 可い のに •手を 延ばして 我 銀行に 憐愍を 請 ふ 〇 外債は fig な.^、 此蛭は 自ら 落る か 
國家ヵ 之を もぎ 取らぬ 間は 離れぬ ものな bo 然るに 非 猶太 國は 常に 之を 自舱に 吸 付 
けて 取らん ビせす、故に迸る血潮に塗れて必然滅亡す0 
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七 六 五 
年年 年 



ニ 四 ^ A 大正 八 年 三 11 ，七 八 大正 十一 年 四 三、 四 一 
ニ 六、 九九 同 九 年 三 七、 七 九 同 十二 年 四 七、 三 一 
三 0、 五 ニ 同 十 年 四 0、 七 七 同 十三 年 五 〇、 五一 



( 46 : 實際國 債ど は 如何なる もの か、 元利を 包含す 4 政府の 信用 手形な bo ® 愤を 五分 利 
附 S せ ば 二十 年後 國家は 元金 e 同額の 利子を 支拂ひ •四十 年 目には 其 二倍* 又 六十 
年目 |: は其三倍を空しく拂ひ、而かも現金は其镟消却せられす、最後には|般課税 
に 依 b 貧乏人から 最後の I 錢 まで 取 上る こ£ 、成る o 

內國 債の 間は 金を 貧乏人よ b 富豪の 懷 に移すに過ぎざ6しも、今：：：は外愤を起し吾 
人の金を借入る、を以て全闕家の富が吾人の金庫 1: 流込み、吞々 |: «* 物を捧げて居 
る 0 

(備考) o 我 日本 帝 國の國 憤は 大正 五 年よ-同 十三 年 迄の 絮計は 左表の 如し 



此五 十億の 借金を 五十 年後の 子孫に 迷惑を 掛け ざ 4 樣 にするには取敢へ今毎年三 
四傲阆の元利支拂を爲さ、る可からす、今=!我國十五值昍位の歲計中ょり此三四 
■を引拔き得るや、若し之を能せざれば吾人は當座の矜澤の爲め »: 子孫 |: 煩累を 
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殘すど謂ふも誣言に非ざる可し、放浸政策可レ恐々^々) 

第 七 節 シォン 議定書 拔零の 五 (理想 國) 

(47) 自由の標訪は神權、自然カをも無視抗爭せしむ、故 |: 吾人君跺の晚 |: は此語を字典 
ょ 6除かざる可からす0猛趿は血を呑めば眠るに依6咨妫に谢榑すべきも、群衆に 
血を與ふれは荒れ狂ふ。闕家機 »| を適當 »: 按排し*秩序を保ち、公明なる政治を爲 
し 得ろ 者は 准 だ 獨裁 君主 政治 あるの み。 

( 48 ) 到る 處 m Rfi 流行の 社矜に 如何なる 行政 形式を 取るべき や。 放 縱享樂 は 自由主義の 平 
說 に依て辯1せられ、富货榮遂は詐僞、奸計、怙寶 »: 依て得られ、義務道徳は酷刑 
嚴 罰に 依て 保持せられ、 愛國心 、宗敎 心は 功利 主袭 ど世界主義に依て抹殺せらる、 
現 社 何に 如何なる 政治を 實 行すべき や •日く 禅 制の 外な し 0故 |: 吾人は中央集權を 
行ひ，政治活動を新 # |: て機械的に取締らんごす0此新律は從來の寬沿、我碰を遂 
次に 取上げ、 不平 反抗の 輩を隨 時隨處 に阶懋 し 得べき 大專 制を 行 ふ ): 在 50 

( 49 ) 我獨栽 政治は 憲法 廢止以 前に 到來 する や も 知れす 。政府の 不紀 律、 支拂 不能、 又は 
吾人の 煽動に 依 b 人民が 「平和安尊を與ふる全世界王を與へょ、吾等は敁早今日の 
爲政 者、 代_士 等 f | 緒に 平和 安寧を 得る 能は す」 ご叫び 出す、 其 時が 卽ち獨 裁 政 
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治 承認の 時機 到來な bo 

人民をして斯る希望を述べしむ4には絕ゎす各國に於て、人民£政府£を紛糾せし 
め、 之が 爲め 不和、 抗爭、 lit 惡 、果ては 困苦 •饑餓、 罹病、 生活難を 以て 疲勞 困® 
せしめ、 我 金力 的主權 »: 賴 り來るょり外に途なき樣にせざる可からす、若し吾人が 
人民に 休息を 與ふれ ば 希望の 時機は 何時までも 來るこ S なし。 

(50) ダグィト王統の根を地球の最下層まで扶植する |: は我 ?-(? 货が今；3まで |^ 然指捣し來 
れる針畫に從はざる可からす。 

全世界猶太王は己が情慾殊に色慾に砌かさる可からす、色慾は人を !1 的 »: し柙能判 
斷 を破壤 す。 

全世界の 君主に して 人類の 支持者た る 猶太 王は 一切 自己の 趣味を 人民の 裢牲に 提供 
せざる可からすり吾人の君主は捞範的にして非難すべき所なき君子たらざる可から 
t o . 

第五 章 結 論 

猶太の理想は全世界猶太王國を建設して之を 1« 太人で統轄せんどするのでぁる0其の手 
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段 VJ しては 先づ黃 金 £出版物ごを手中 |: 收め、之に依て現社會をー時無紀放縱の魔界£镘 
じ、 人類の 疲憊困 弊に 乘 じて 其 目的を 達せん S する ので ある o 今や 歐 米备阈 1: 於て は 其其 
相を 知 6、 之を 排除 せん w すれ Vj も •其 勢力は 政治 •綷濟 、敎 育， 產業 、思想 等の 各方 面 
に_漫し、自主*自由、平等、享樂に 8 潤せる歐米にては如何どもする能はざる狀態であ 
る0幸ひ »: して我帝國は彼等の最も恐る、君主國なるゆ爰、國基鞏く*君は仁 |: 、厗は義で 
ある、 固ょ り彼等の顗龥を許さ《が、維新後吾人の採用した西洋文物には彼等の方策 |: 成 
る もの も 勘くない 、殊に 西洋 心 醉者は 自ら 桝太 化せら るゝを 知らす して、 自然 V 」 其の 術. 5, 
に 陷りた る 事 も尠 くない 樣で ある。 吾々 は 旣往を 顧み 現在を 視て 、私に 戰慄 を禁 す る こ i 
*« 出來 ない 。今ゃ靑年學生*勞働者等の中には危險思想を懷く者も蕺出し*|般の風俗も 
奢侈 享樂 1: 流れ、 國家の 前途を 危くせ ん S する 時で ある ゆ ^ 、 諸君. ^共に财太問題を硏究 
する は决 して 徒爾に 非す ビ 信じ、 茲に 其槪 要を 拔萃 した 次第で ある 〇 

猶太の破拨作業 *> 顯著なる成蹐を收めたこ10は今日の全世界の思想及經濟の狀態、文明 
の 行 詰を 見れば 明かなる 事實 である 0斯く容易に彼の政策が成功したのは，總て破坺ごいふ 
ものは何んな方法を用ひても容易に奏功するものである0殊に彼等の如く逍德を無视し、 
人の 弱點た る 私慾を： 86 立て、 人々 を 放縱 享樂 に 耽溺せ しむる こ s li 、 拾 も 高山ょり 下 谷 
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に大 石を 租す 如く 容易の ものである、 I 切の 連篇 i 到し 加速 f 以て 隨 落せ t る も 
のである。然るに彼の建設的政策を見るに利己的、彫制的 |: て天地の公道 |: 反するゅ1、 
决 して 彼の 理想 通 b 成功す る箬が ない 〇 眞 の 建國は 我帝阈 の 如く •彼我 共に 安寧 幸福を 得 
•へき 王道に 由らねば 成ら！ 30 

• '«- 人は猶太政策を見て、彼の猾|;:に長するを惡み、彼の奧逍を知らざるを惘み、其の迚設 
的智 無 なきを 笑 ひ、 非猾太 人の 彼等に 致さる ゝを 悲しむ ので ある 〇 树太 政 ® に對 し今假 b 
に左のニ十問題を設く0之 |: 對し吾々は其兩端を叩き利害を竭<し、時處位 |: 應する中1 
を 探求し、 以て 先帝の 皇謨に 遵ば ねば 成らぬ 。此 問題の 解决は 迚も 此 (: 悉くす こビは 出來 
ない が、 吾人は 諸君 V , 共に 討論 研究して 猾 太禍を 免が れたい S 思 ふので ある o 
猜太 政策に 對 する 研究 問題 

⑴ 法治 國 S 德治阈 S の 利害 (6) 國倩の 利害 

(2) 議會 政治 f 專制 政治 S の 利害 (7) 王道 斯道の 

(3) 政 1 政派の利害 (8) 出版物の 利害 
)(4) 當局 者攻擊 の 利害 (9) 宗敎の 利害 

€ 陸海 1 の 利害 日 車 等 博愛の 利害 
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附錄 

マッソン 秘密結社 

第一 節 マッソン 社 

マ" ソン 秘密結社は 「眞 理の探 求、 道徳の 硏究 、聯帶 貴 任 觀 念の 我 成を M 的 ごし、 自由 牛 
等 博愛を 標語 V 」 する 圃体な 6」 ビ云へば、如何に4立派なる修養 |#| 体ピ思はる、が、實際 
に 於て は 恐る* へき 破壤 的の 秘密結社で ぁる o 

元來マ 7ソン赴は中世期に於て熟練なる左官、石エ、大エ等の職エ紐合にて、英佛獨に 
於て 發 達し 宏大なる 土木 建築の 工事を 擔 任した ものでぁる 0然るに两拜第十七世紀 |: 至 
b 逆 築 事業が 衰へ 、該社 も袞廢 (: 陷つたが*獨6英國にのみ存箝し，是迄の職エのみに 1[: 
まらす 素人の 學者其 他の 知識陪 級の 人々 が 入社す る こ yj 、 な b 、 漸 々$0 儀式 や M 則 こ 
改正を 加へ、 遂に 純然たる 精神的 結社 ど變 化した 0典 初め 職工 組合の 時分は ^ 務服從 を # 

1 S して 居つ たが、 今や 變 じて 「全世界® 人類が 同じ 11 じて 1 SI — 
公明なる 四海 兄弟 主義の 人道を 實 現せん」 S する 様に 成つ た 〇. 其 人道 實現の 解 释方並 こ 其 
手段 どして 段々 惡 化し、 左の 如く 
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|マッソン結社員は謀反及革命を煽動する權利を有す、場合 |: 依5.自ら謀反する義務を 
有す。 若し 吾人が 惡 政府に 對し 武器を 執て 反抗 出來ぬ VJ なれば、 神 -% なる 市民の 義務 
を 毀損す る こ .己 ゝ成る0故 |: 謀反は或場合に於ける神染の義務な60」 
右の如くマッソン結社は謀反獎勵の »1 体ご成り*全歐洲に發達し、 31 : 權利を振廻した « め、 
各所に革命亂を勃發し、治安維持上备國は之を壓迫禁止した0然る |: 該社は秘密姑社ど戌 
つて 益々 發展 し、 其 組合は 今日 左の 如く坩 加して 居る。 

英 國 三、 一 五 五 姐 四 0〇、〇 0 〇 
佛國 四 七 〇 三 三、 〇〇〇 
獨逸 五 五 九 五八" 〇 o 〇 
米國. I 〇〇 ニ、 〇 0 〇、 0 〇〇 
全世界 ニ 四、 七 八 八 ニ、 三 五八、 I 四 O 
合計 ニ 九、 o 七 ニ 五、 八 四 九、 一四 o 
右の外 1 、白、丁、瑞、菊、波、露、支、日にもぁり 
>ッソンは世界到る處 »: て有カ者、知識階級を引入れ其勢カを擴張しつゝぁ6、過去ニ 
百年間 |: 於ける世界有名の人物にして同社員たる人々を見るに左の諸氏ぁ60以て其勢カ 
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の 偉大なる を 知る こごが 出來る o 



米阈 



歐洲 



ワシントン 
ハ 丨シ ンク 

ゲォグ 夕 1 ル 

マツ チ* 一 



マサ キン： i 丨 
ハ クス 大佐 
ナ •ホ レオン 
ソン 1 一ノ 



タフト 

コム パ 1 ス 
•ホアン カレ 
ダン チヌオ 



ル 丨ズぺ ル ト 
ランシング 
7 ランク リン 



柬洋 遜 逸 仙 日本 有名 政治 野心家 及 博士 某々々 等 
マ， ソン 最高 幹部 カル チェ ー •ラ •タン トウは 西 ^ 一九 0 0 年 八月卅 I 日 巴里會 遴に 於て 
該結瓧の目的を說明して一全世界マッソンのカを合一する ^ 、 (-) 1«: 界を紛亂 1: 陷れる爲め、 
騷亂の 依 據點 ^|成る事、|ヒ最後の目的は全世界共和國 ^ 設に在りど調へ60 
巴 里 第 |回マッソン國除會遂は西枰一八八九年七月十六七：3:佛阑西大革命西年紀念の爲 
め 催され •其 席上に て も マッソンの 目的は 無神論 的 世界 共和 國迚設 に 在 bs 道破し、 當 時演 
說者フランクリンは率度 |: . 

「第 十八 世紀 (大 革命の こ W ) を も 有せざる 各 國にも 君主 政治 及宗敎 の沒 落す る；！ 一は 速 
からす 來る ならん 〇 吾人は 其 日の | H も 早く 來らん こ-,0を努むる « 任め-^0」 

S 謂つ て 居る o 斯の 如く 世界的 同盟に 依 b 全世界 共和 阈を設 立す る 手段 ざして は、 
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一、 K 衆を煸 動して 從來の 支配者に 反抗せ しむ、 

1、 « 主政治を撲滅し、支配權を國民の手 |: 移す、 

1、 & 後に谷國民の頭に立て世界を支配する者はマッソン舭員の外 |: 無し、 

V 」 謂つ て 居る o 

第二 節 マ， ソン S 猶太 VJ の關係 

マヴソン社創立の時ょ，-^_太人 |1 早くも其内に粟固なる地位を獲得せん£试みたが、 ^1 時 
6 拒絶せられ* 入社す る こごが 出來 なかつ た o 两牌 一七 八 o 年頃 フランク 7 ル トに 於て 始 
めて 二人の 猶太 人が 典 組合に 入-たる も當時 他の 組合 V 承認し なかつ た。 其 後段々 緩和せ 
られ 入社を 許す 樣 |: 成つたから，今日では該結社の觅要なる地位は殆んざ锜な猶太人に占 
有せられる樣に成つた。彼等は其結社に猶太政策を吹込み、該社を舯太の目的遂行 |: 利用 
する 最良の 機關 •〇 して 居る。 マッソン 社が 世界 谷阈の 思想を 揿亂 し， 悉く 共和政治 ご爲 さ 
ん VJ する は、 恰も 全世界 猶太 王國を 雄 設せん ごする 猶太の 手段 VJ 合致す るを 以て、 之を 利 
用 せんどす るは 猶太 人の 巧妙なる 方術で ある o 

射太の眞目的を知つた以上はマクソン社員は、射太の手先に器械，、」し使はれ居るこごを 

憤り、反抗態度を取るべき箬なるに、多くの人が沈默して居るのは、一に其誓約に束縛せ 
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られ其 制裁を 恐れて 居る からで ぁる o 若し 反抗 態度を 取れば 其 人は 社 柯的 地位を 失 ひ •經 
濟 W 打擊を 受け、 生命の 危害を 覺悟 せねば 成らぬ 。マッソン 社員 フン デル a 初め 射 太 人徘 
斤 »: 反對した人でぁるが、猾太の眞相を知つて左の如く其怠見を鰱更した0 

「マッソンは 世界主義なる に拘 はらす* 猶太 人は 矢 張 猶太 人 10して、他の民族を其の利 
益の 材料 ど 見做して 居る 。予は 嘗て 拊太 人を 虐げられた る 民族 ど考へ之に间贵したが 
今は 反莩に 彼等が、 吾人を 嵌げ る 者なる こ VJ を 知り-反抗的 態度を 取る 萣 «: 成つ た」 
第三 節 マ， ソン W 帝冠 ® 落 

マ" ソンの 事業は 精神的ょり 政治 範圍 1: 入 6、現在の國家社矜の秩序を破坺し，政治家ビ 
政 & こを漸次共和化せん£する樣に成つた〇今回 0. 大戰はマッソンの長き準備の试練 |: て 
其參談本部は偷敦ビ巴里ビに在-^0 

米國 獨立戰 も、 佛蹈 西大 革命 も マッソンの 事業た る こ £は 其當事 者た るジぅ 7 T 1 ソン， 

ラ ファ エッ ト 、フシ ント ン、 . . ク * ルタ 1 火、 モン, アス キユ —、 ゴンド ルセ 1、デデロ1*へ 
ルゲ上 チ ノス， ダラ ン丫 '•タントン、 ロ ビス ビ ェ—ル等が转 な マッソン 社§ るを 見れ 
ば 明瞭なる 事實 である 〇 

嘗て マ' ソン 社員た.^ し 普國 大臣 ハク グ ワィツ 伯が 西曆 一八 ニニ 年ゲ チ 君 侯會遴 に ® 
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b たる 有名な 覺書 1: 左の 文句 あ b 

「佛 ^ 西革命及其際行はれたる王の弑殺其他の慘事はマッソン結社垃萵指導部にて縝定 
したる事にて、其宣誓の結果なる事に就ては確信を得た6云々」 
土耳古はマッソン社の敁も跪扈する國である、西枰第十九世紀に於て、郛.地領は相砘て 
離反し、 國王 セリム 二世、 ムス タフ ァ四世は共 |: 弑せられ、アブブ火アデ，ツは廢せられムラ 
ド五世は追放せられたは皆な該結社の仕事である0靑年土 » 古黛も其初め成跆舉らざ6し 
が、 マッソン S S 助を 得て 其 効果 忽ち 現 はれ* 土帘は 之に 對し 如何 VJ もす る こ どが 出來ぬ 様 
に 成つ た 。是 に 於て 靑年 土 if 古黨は 全部 マッソン 赴に 入 b * 其 內 猶太人が址も布カの地位 
を 占め、 土 耳 古 革命を 成就した ので ある。 

lit 界大戰 の 導火線 ど 成つ た 燠 皇儲 フス デ ナント 公！ i 殺の 計进は 一^ ソンの 企に て、 其 下 
手 人は 猶太 人ブ y N チッブ である 0此計$は西赶|九|ニ年佛阈大組合 |: て决定したが暗 
殺實行者なき爲め實行せざ6し事ナラエグ+裁判所 |: て判明した0 

西曆一七八九年埃土戰はマヴソンの仕事にて、其結果兩帝國は窮乏疲弊 |: 陷つた0埃帝は 
マッソンの 眞 相を 知り 之を 撲滅 せん £した-か、其意を果さ中、3セフニ世は四十九歲、レォ 
•ホル ドニ 世は 四十 五歲に て マッソン 陰謀の 爲め 早世した o W 帝 フランツは 西 抒 | 七 九 四 年 
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阈内の マッソンを 1 迫した る も 帝室 媚 a の 陰謀は 絕 b t 企てられ 遂に 此の 大戰 に 及べ b 、 
此間 幾多の 大官 * ; 暗 殺せられ たこ yj は 言 ふ 迄 もない 0 
露國女王ヱカテリナはマッソンの眞相を知り其解散を命じたが間もな<崩御し*其子パク 
, | 世 も マッソン 禁令を 出し 間もなく 弑せ られ 、次 帝 アレ キサ ンド声 一世 も嚴 令を 以て L 
ての秘密結社を禁じ三年 0 後マッソンの犧牲ど |«. つた〇两射|九〇五年 ^ 國首相ストリビ 
ンはマッソン結瓧公認を &- みたる爲め猶太人ぺグ„ 7 |: .附殺せられ、同ー九ー七年ニコラィ 
二世の 虐殺 も 菡英佛 結社 員の 仕事で ぁる 0 

英國！ ^ ソンは 他 _ VJ 違 ひ- 自國 に對し革命的什事をせす、却て英阈の利益に成る様に外國 
の 革命を 援助す る ビいふ特色がぁる0英阈は從來陰に他阈の內亂を助長し、謀反者に妓富 
なる 資金を 紛す o 英國豫算に五 & 瘅磅の機密费を計上しぁるは他國に對する宣傅.如動 (: 

使用せられ且つ外國の元首又は重要政治家の竹に懸けたる贫金は其中ょむ支出せらる、 

S いふ 0 

英國て'ソンは & も有効 .|: 英國の世界統治笛を促進せしめ*其帝网主龚に反抗する阈 |: 對 
し大打擊を加へて來た、而して英國マッソンの組織は最も聚固 |: して西肘ー九|八年 |: は 
倫敦に七百ニ十九組、地方に千七西四十九組、殖民地及外阈に六 ?1 七十七姐ぁ6て瓦に迚 
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英國の マッソン が 何故 英國を 共和政治に しない か £いふに、英阈は一六八九年以來事过上 
の 共和 阈 i 成つ て 居る のみなら す、君主阈の形式を存する方 6 ; 、陰然他阈を拟亂する |: 色 
々の 便利が あるか』 である o 又 アン ダ U サクソン 主義 も 亦た マッソン 主義 も 同じく 世界 統 
治を 目的 VJ し、 利 迸 •か 全く 相 一致す るからで ある。 斯る內 情 あ 4. に 心 付か 中多 くの 我 政 
治 家が 大英帝 阈の議 曾 政治 S か、 大英 帝國の 立憲政治 か、 政 黛 政治が 憲政の 常道で ある ご 
か、 英阈沪 ぶれの 政治 論を 主張す るは 我 命 國の爲 め 慨歎せ ざるを 得ない ので ある 〇 今や 世 
界は猶 太 ご マッソン ごア ング D サクソン £の 三者が 化の 皮を % はし、互 |: 興つた目的を有 
しながら、其行動を共 |: して居るのでる。 

右英、佛、獨、菡、填*土各國に於けるマッソンの活動を見て、呑人は如何なる成慨を起 
すべきや、殊に近く支那の狀况を觀て-如何 |: 彼等が手を延ばして、我東洋を愤亂しつゝ 
ある やに 想到 すれば 戰 傈を禁 する こ VJ が 出來 ない、 矧んや 我が 學者 、政治家に 其 結社 員 あ 
b て、 陰に 彼等の 大 皴 を 叩き 居る 者 あり 又 其說に 3r 同して 秩序を 破坺 し* 民主政治を 謳歌 
する 沒分 曉漢 i 亦た ^ からざる に 於て を や。 吾人は 日本 男子で ある、 金甌 無缺 の帝阈 Is 民 
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